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マルチスレッドプロ
グラミングに挑戦！

大規模なアプリケーションや本格的

なゲームを開発するためには、「マルチ

スレッドのプログラミングが欠かせな

い」というのがPochi Companyの先輩

たちの共通した認識であるみたいです。

なにしろ、我が社で開発されたプログ

ラムのソースコードを見てみると、ち

ょっとしたプログラムには当然のよう

にマルチスレッドが使われています

（少なくともソースのコメントにはスレ

ッドに関するコメントがたくさん書い

てあります）。

でも、「マルチスレッドのプログラム

開発」と聞くと、いかにも難しそうで

すね［注1］。

スレッドとは、実行中のプログラム

（プロセス）の中の実行単位のことだそ

うですから、マルチスレッドのプログ

ラムには、

・ある時点で実行されているプログラ

ム部分がいくつかある

・同時に実行されているプログラムコ

ードがいくつもある

マルチスレッドプログラミングってなんだ？

「けん太、マルチスレッドに挑戦する」の巻
－その1－
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マルチスレッドのプログラムとは、ひとつのプログラムの中で「スレッド」と呼

ぶプログラム部分が複数同時に実行されるプログラムのことです。「スレッド化」

とも呼ばれているこの技術は、うまく活用すると容易に利用できて効果があがり

ますが、使い方によっては問題を複雑にしてパフォーマンスに影響を与えること

さえあるそうです。今回と次回で.NETのマルチスレッドプログラミングについて

解説します。

注1）マルチスレッドのプログラムとは、プログラムのひとつのインスタンス（プロセス）の中で実行可能
なプログラム部分が複数同時に実行されることです。個別に実行可能なプログラムオブジェクトを「スレ
ッド」と呼びます。実行中のプロセスの中で2個以上のスレッドを起動することを、「スレッド化」とか「ス
レッドを立てる」などとも言い、マイクロソフトのドキュメントではマルチスレッドという言葉とともにス
レッド化という言葉も頻繁に使われています。
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ということになります。

ある瞬間に実行されているプログラ

ムコードがひとつだけというフツーの

プログラムであっても、作ったりデバ

ッグするのにたいへん苦労することが

あります。それなのにマルチ（多数の）

スレッドなんて、マルチな問題をかか

えることになりそう！

そしてついに、ボクもマルチスレッ

ドの大規模なプログラムに取り組まな

ければならなくなってしまいました。

これまで、マルチスレッドに本格的に

取り組んだことはないので、少しブル

ーな気分になっています。

先輩の書いたマルチスレッドプログ

ラムをボクが眺めていると、そこにポ

チさんが通りかかって、ソースをチラ

ッと見てこういいました。

ほー、いよいよマルチスレッドに取

り組もうとしているの？

はあ（一目見ただけで、どーしてわ

かるんだろう？）。

んー、なんか、キミ、ブルーじゃな

い？

はあ（ナンでそんなことがわかるん

だ？）。

もしかして、マルチスレッドがわか

らないんじゃない？

はあ（どーしてナンでもわかるん

だ？）。

まず、プライマリスレッドとほかの

スレッドを分けて考えるといいよ。

はあ？

はあ、ハア、と言っているうちに、

ポチさんは行ってしまいました。

スレッドの種類

プライマリスレッドとは、いったい

ナニ？

ということで、プライマリスレッド

なるものから調べてみることにしまし

た。その結果、プライマリスレッドは、

「そのプログラムの主スレッドである」

ということがわかりました。まあ、プ

ライマリ（主な、第一の）スレッドなん

ですから、主スレッドであるのは当た

り前といえば当たり前、自然といえば

自然、当然といえば当然ですが、プラ

イマリスレッドのことを「スレッド1」

と呼ぶこともあるらしい、というのは

面白い発見でした。

さて、実行中のどのプログラムにも

プライマリスレッドがあって、プライ

マリスレッドを起動するとアプリケー

ションが起動します。プライマリスレ

ッドを終了すると、アプリケーション

は終了します。つまり、マルチスレッ

ドのプログラムであろうとなかろうと、

アプリケーションを起動すると少なく

ともスレッドが1個は動作します。そし

て、実行中のプログラムの中でさらに

スレッドを起動すると、ひとつのプロ

グラムの中でそのスレッドも動作しま

す。つまり、ひとつのプログラムの中

で、起動した別のスレッドがプライマ

リスレッドと同時に実行されて、結果

として複数のスレッドが同時に動作す

るのです。このような状態をマルチス

レッドというようです。

通常は、プライマリスレッドがアプ

リケーション全体の制御とそのアプリ

ケーションの主な作業を実行し、プラ

イマリスレッドから起動したスレッド

ではいわばアプリケーションの背後で

行なえるような作業を実行するのが一

般的であるようです。たとえば、プラ

イマリスレッドでドキュメントの編集

を行なうワードプロセッサのようなア

プリケーションでは、改ページ位置の

計算やバックグラウンド印刷、そして

必要とあればサウンドを鳴らすなどと

いうことを、プライマリスレッドから

起動した別のスレッドで行なうわけで

す（図1）。

.NETのドキュメントを見てみると、

スレッドの種類の分け方として、ほか

に、

・ユーザーとの対話を管理する部分＝

ユーザーインターフェイススレッド

と、

プライマリスレッド
（主スレッド、スレッド1）

アプリケーション全体の制御と
そのアプリケーションの主な作業を実行

スレッド2
改ページ位置の計算

スレッド3
バッググラウンドで印刷

スレッド4
サウンド演奏

図1：マルチスレッドプログラム




